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新年のごあいさつ
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
す

が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
４
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
に

始
ま
り
町
議
会
議
員
選
挙
の
執
行
、
さ
ら

に
６
月
の
県
知
事
選
挙
と
選
挙
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。
国
政
に
目
を
向
け
れ
ば
、
地

元
か
ら
本
県
初
と
な
る
大
島
理
森
衆
議
院

議
長
が
誕
生
し
た
め
で
た
い
話
題
や
、
安

保
関
連
法
案
可
決
、
中
国
の
海
洋
進
出
・

沖
縄
県
の
基
地
問
題
な
ど
の
防
衛
関
連
の

議
論
が
印
象
深
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
の
施
策
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
施

行
に
伴
い
、
本
町
と
し
て
も
有
効
に
利
用

し
行
政
の
効
率
化
と
住
民
の
行
政
手
続
き

簡
素
化
に
寄
与
す
る
よ
う
活
用
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
経

済
関
係
で
は
、
長
年
続
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
妥
結
と
、
そ
の
こ
と
が
本
町
農
林
水
産

業
者
に
与
え
る
影
響
へ
の
対
策
な
ど
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
は
、
今
後
と
も
国
県
の
施
策
を
注

視
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
階
上

町
総
合
振
興
計
画
の
後
期
計
画
を
基
本
と

し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
を
抑

止
す
る
た
め
、
階
上
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

階
上
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
を
も
っ
て
今
後
５
カ
年
の
目

標
や
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
、
今
年
策

定
さ
れ
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
な

ど
に
基
づ
き
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

て
、
施
策
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
諸
課
題
に
対
応
し
た
施
策
を
講

じ
、
安
心
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
▽
津
波
避
難
路
誘
導
看
板
の
設
置　

▽
大
蛇
さ
ざ
波
歩
道
橋
の
建
設　

▽
役
場

庁
舎
一
階
窓
口
の
改
善　

▽
三
陸
復
興
国

立
公
園
廿
一
ト
イ
レ
と
大
開
平
ト
イ
レ
の

建
設　

▽
子
育
て
健
康
対
策
と
し
て
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化　

▽
道
仏
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
整
備　

▽
地
場
産
品
の
６
次
産
業
化
と
観
光
３
施

設
の
適
正
運
営　

▽
三
陸
復
興
国
立
公
園

観
光
振
興　

▽
浜
の
活
性
化
推
進　

▽
健

全
な
行
財
政
運
営
・
行
財
政
改
革
の
推
進

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
と
手
を

携
え
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
年
へ
向
け
て

▽
防
災
対
策
と
し
て
全
自
主
防
災
組
織
へ

の
防
災
士
の
配
置

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
確
実
な
運
用　

▽
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▽
道
仏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

整
備
に
よ
る
東
部
地
区
公
共
施
設
集
約

▽
田
代
集
会
所
新
築
へ
向
け
た
造
成
開
始

▽
地
域
再
生
・
産
業
振
興
（
三
陸
復
興
国

立
公
園
・
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
活

用
に
よ
る
観
光
促
進
・
地
場
産
品
の
６

次
産
業
化
・
浜
の
活
性
化
推
進
・
観
光
拠

点
３
施
設
の
特
色
あ
る
運
営
の
強
化
）

▽
階
上
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定

▽
階
上
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

策
定

▽
健
全
な
行
財
政
運
営
・
行
財
政
改
革
の

推
進

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
町
民
・
議
会
・
町
が
ト
ロ

イ
カ
の
ご
と
く
、
よ
り
緊
密
に
連
携
し
、

基
本
施
策
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様
が

元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
健
康
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

あけましておめでとうございます

地
域
資
源
と
人
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

階
上
町
長　

浜
谷　

豊
美
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り
、
町
の
政
策
形
成
や
実
施
に
多
面
的
に

参
画
す
る
意
志
決
定
機
関
と
し
て
、
議
会

の
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
新
た
な
組
織
で
ス
タ
ー
ト
し
た

私
ど
も
町
議
会
は
、
町
民
の
代
表
者
で
あ

る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
、
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、「
議
会
だ
よ
り
」
の

発
行
と
、
町
民
と
議
員
が
同
じ
目
線
で
行

政
を
考
え
、
話
し
合
え
る
「
議
会
報
告
会
」

を
継
続
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
議
会
改
革
や
議
会
の
あ
り

方
、
各
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み
な

ど
、
議
員
全
員
が
研
修
を
積
み
重
ね
て
、

地
域
の
活
性
化
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
絆
を
大
切
に
す
る
、
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
町
議
会
に
対
し
ま
し

て
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
安
心
、
安
全
、
健
康
で
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
、
ご
健
勝
で
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
平
素
よ
り
町
議
会
の
活
動
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
全
国
で
は
明
治
の
産
業
革
命
遺

産
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
決
定
さ
れ
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
代
表

が
初
の
３
勝
を
す
る
な
ど
、
明
る
い
話
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
る
水
害
や
竜
巻
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
猛
暑
日
が
続
く
な
ど
、
自
然
の
驚
異

を
強
く
感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
第
４
分
団
屯
所
の
移
転
新

築
、
階
上
岳
大
開
平
休
憩
所
の
開
所
、
大

蛇
さ
ざ
波
歩
道
橋
の
完
成
な
ど
、
着
実
な

歩
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
多
く
の
自
治
体
と
同
じ

く
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
人
口
減

少
が
進
み
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
４

人
に
１
人
の
26
・
５
％
と
な
り
、
地
域
経

済
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
町
で
は
、
地
域
活
性
化
と
人
口
減

少
対
策
を
理
念
と
し
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
中
で
あ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
夢
と

希
望
を
抱
か
れ
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
本
町
教
育
行
政
の
推
進
と
充

実
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

階
上
町
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
は
第

４
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
後
期
計
画
の

基
本
理
念
「
ゆ
め 

み
ら
い 

心
と
き
め
く

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
受
け
て
、
基
本
目

標
「
未
来
を
に
な
う
人
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
、
各
関
係
機
関
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
教
育
の
充
実

を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
の
夢
や
志
の

実
現
に
向
け
て
「
豊
か
な
心　

確
か
な
学

力　

健
や
か
な
体
」
を
育
み
、
広
く
社
会

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
財
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
一
人
一
人
の

学
習
を
大
切
に
し
、
安
心
し
て
学
べ
る
学

校
づ
く
り
と
わ
か
る
授
業
づ
く
り
を
一
層

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
学
習
・
生
活
支
援
員
及
び
Ａ
Ｌ

Ｔ
、
観
察
実
験
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
と
活
用

を
工
夫
し
て
授
業
の
活
性
化
を
推
進
し
ま

す
。
こ
の
他
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
更
新
、
施

設
・
備
品
の
整
備
を
は
じ
め
、
小
中
学
校

の
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
や
幼
児
教

育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
で
は
「
ま
ち
い
っ
ぱ

い
学
び
の
花
咲
く
は
し
か
み
ち
ょ
う
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
学
び
の
王
国
は
し
か
み
キ

ャ
ン
パ
ス
、
生
き
が
い
中
央
大
学
、
公
民

館
講
座
な
ど
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
り
、

「
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ

る
」
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
お
い
て
は
、
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン

が
25
回
目
の
節
目
を
迎
え
、
６
月
に
は
郡

総
合
体
育
大
会
が
本
町
を
主
会
場
と
し
て

開
催
、
７
月
に
は
東
北
総
合
体
育
大
会
の

山
岳
競
技
と
自
転
車
競
技
の
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
会
場
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様

と
共
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
な
支
援
を
通

し
て
心
豊
か
で
生
き
が
い
を
感
じ
る
社
会

教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、
教
育
行
政
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

〜
ゆ
め  

み
ら
い  

心
と
き
め
く

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
〜
に
向
け
て

階
上
町
議
会
議
長 

山
田　

惠
治

階
上
町
教
育
長 

川
浪　

孝
雄
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年生まれ
新春インタビュー

❹

2016 年は申年。
今年、年男・年女をむかえた町民の
方々に抱負を伺いました。年生まれ

新春インタビュー
双子

親子

卓球と陸上をがんばる !!

毎日笑顔で元気に !!

松
まつかわ

川　明
あ か ね

香音さん（左）

　（平成 16 年生まれ・角柄折）
　卓球（部活動）を頑張りたい！勉強でも部活動でも、
　下級生を引っ張っていけるような６年生になりたい！

浜
は ま く ぼ

久保　佳
けいこ

子さん（右）

　（昭和 43 年生まれ・追越）
　旧年は子どもがたくさん表彰を受けたいい年だった！
　新年は大好きな道の駅巡りを楽しみたい！

松
まつかわ

川　真
ま

梨
り

果
か

さん（右）

　（平成 16 年生まれ・角柄折）
　得意な陸上競技（短距離走）を頑張って、もっともっと
　速くなりたい！６年生になったら、郡大会優勝を目指す！

浜
は ま く ぼ

久保　晴
はるひで

彬くん（左）

　（平成 16 年生まれ・追越）
　新年は友達や仲間との交流をもっと深めたい！
　中学生になっても野球部に入って練習を頑張りたい！

双子の明香音さんと真梨果さんはとても仲良し。
どこに行くのも、2 人一緒に過ごします。
お花屋さんとケーキ屋さん、それぞれの夢に向かって頑張ってください！

お仕事のご都合で出演いただけませんでしたが、
晴彬君のお父さんの博章（ひろあき）さんも申年生まれ！
6 人家族に申年生まれが 3 人の、にぎやかな浜久保ファミリーです！



広報はしかみ　2016・１❺

双子

親子 元気に過ごす !!
地
じだいしょ

代所　一
かずや

也さん（右）

　（昭和 43 年生まれ・鳥屋部）
　旧年は健康のありがたみを感じる年だった！
　新年は健康に気を付けて、元気に過ごしたい！

地
じだいしょ

代所　優
ゆうた

太くん（左）

　（平成 16 年生まれ・鳥屋部）
　絵を描くことが得意なので図工の授業をもっと楽しみたい！
　中学校に入学する前に、勉強もしっかり頑張りたい！

一也さんと優太君の親子は男同士とても仲良し！
お互い、何でもはっきり言い合っているその姿を見ると
まるで親友のようないい関係です！

階上町内の申年生まれは 1,132 人。総人口
（14,053 人）の約 8.1％となっています。

 ○平成 27 年 12 月 1 日現在の数字です。
 ○年齢は平成 28 年に誕生日を迎えた時の
　 年齢です。

相撲大会で優勝を目指す !!
下
したみち

道　柊
しゅうご

吾くん（左）

　（平成 16 年生まれ・榊）
　６年生になる年なので、悔いのない学校生活を送りたい！
　みんなのお手本になれるように頑張る！

下
したみち

道　桂
けいご

吾くん（右）

　（平成 16 年生まれ・榊）
　相撲大会で、頑張って決勝まで進みたい！
　お父さんとおじいさんと一緒に、川釣りを楽しみたい！

双子の柊吾君と桂吾君。2 人の趣味はマンガを描くこと。
2 人とも手先が器用で、レゴブロックなどを組み立てて
いつも一緒に楽しんでいる仲良しです！

階上町申年生まれの人口

平成 16 年 （2004 年）
平成  4 年 （1992 年）
昭和 55 年 （1980 年）
昭和 43 年 （1968 年）
昭和 31 年 （1956 年）
昭和 19 年 （1944 年）
昭和 7 年 （1932 年）
大正 9 年 （1920 年）

12 歳 127 64 63
24 歳 110 52 58
36 歳 150 88 62
48 歳 213 100 113
60 歳 254 148 106
72 歳 172 92 80
84 歳 99 38 61
96 歳 7 2 5

生まれた年・年齢  男女計 男 女 申年生まれは1,132人
男性　584 人／女性 548 人
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はしかみ Hot! ニュース
　

石
橋
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
階

上
村
消
防
団
に
入
団
。
平
成
26
年

ま
で
の
う
ち
38
年
間
、
町
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
の
保
護
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
は
町
消
防
団
副
団

長
に
就
任
。
団
員
の
指
導
育
成
や

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
在
職
中
は

消
防
団
員
の
不
足
解
消
の
た
め
に

定
年
延
長
を
町
に
求
め
る
な
ど
、

消
防
団
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
勇
退
す
る
平

成
26
年
ま
で
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

　

11
月
15
日
、
大
蛇
生
産
部
会
前

で
階
上
ど
ん
こ
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
階
上
売
り
込
み
隊

（
有
谷
升
会
長
）
主
催
で
行
わ
れ
、

朝
か
ら
多
く
の
来
場
客
で
大
賑
わ

い
。
温
か
い
ど
ん
こ
汁
や
鮭
汁
を

買
い
求
め
る
長
い
列
が
で
き
、
ど

ん
こ
汁
は
午
前
中
に
完
売
す
る
な

ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
階
上
早
生
そ
ば

や
あ
ぶ
ら
め
だ
し
せ
ん
べ
い
汁
、

う
に
丼
や
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
も
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
ア
ワ

　

保
健
福
祉
課
で
は
今
年
度
、
町

内
12
カ
所
で
高
血
圧
予
防
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で

は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
共
に

作
成
し
た
「
は
し
か
み
美
味
し
い

健
康
レ
シ
ピ
」
を
使
用
し
て
の
お

い
し
い
減
塩
食
の
調
理
実
習
や
、

塩
分
摂
取
量
の
確
認
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

12
月
２
日
に
道
仏
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
第
１
回
目
の
教
室
に
は
、

多
く
の
参
加
者
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
尿
検
査

長
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
貢
献

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

石
橋
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
消
防
人
生
38
年
間
、
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
、
受
章
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
活
動

を
見
守
り
、
地
域
の
防
災
力
向
上

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

浜
谷
豊
美
町
長
は
「
大
変
立
派

な
章
を
受
章
さ
れ
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
ご
尽
力
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
感
謝
い
た
し
ま
す
」

と
栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。

ビ
取
り
体
験
や
鮭
の
さ
ば
き
方
実

演
、
網
焼
き
体
験
な
ど
が
行
わ
れ

て
お
り
、
来
場
客
は
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
人
気
だ
っ
た
の
は
、

「
線
路
く
る
り
ん
コ
ー
ス
階
上
ま
ち

あ
る
き
」。
祭
り
会
場
を
発
着
と
す

る
約
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
お
よ
そ

90
分
か
け
て
散
策
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
八
戸
線
の
線
路
を
一
回
り

し
な
が
ら
、
魚
介
類
の
試
食
や
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
な

い
穴
場
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
回

し
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

を
受
け
て
い
た
だ
く
と
、
多
く
の

人
が
10ｇ
以
上
の
塩
分
を
摂
取
し

て
い
る
と
い
う
結
果
に
。
ご
く
少

量
の
計
測
も
で
き
る
〝
か
る
し
お

ス
プ
ー
ン
〟
を
使
っ
た
調
味
料
の

量
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「（
使
う
調
味
料
は
）
こ
れ

だ
け
で
い
い
の
か
」
と
少
量
の
調

味
料
で
味
付
け
で
き
る
こ
と
に
驚

き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
今
後
も
各
地
区
で

開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

減
塩
な
の
に
お
い
し
い
！

冬
は
ど
ん
こ
汁
で
暖
ま
ろ
う
！

石
橋  

國
夫
（
70
歳
・
駅
前
）

高
血
圧
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

階
上
ど
ん
こ
ま
つ
り
開
催

（
写
真
）
温
か
い
ど
ん
こ
汁
と
鮭
汁
を

　
　
　
　味わ
う
来
場
客

（
写
真
）
お
い
し
い
食
事
を
前
に
味
覚

　
　
　
　のチ
ェ
ッ
ク
を
す
る
参
加
者

秋
の
叙
勲

　

平
成
27
年
秋
の
叙
勲
で
、
元
町
消

防
団
副
団
長
の
石
橋
國
夫
さ
ん
が
受

章
し
ま
し
た
。
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　広報はしかみに掲載する有料広告を随時募集
しています。事業 PR などにぜひご利用ください。

（作成部数　4,800 部）
【料金】1 号広告（5 × 18cm 程度）　10,800 円

　　　 2 号広告（5 × 9cm 程度）　　 5,400 円
※詳しくは問い合わせてください。

広報に広告を掲載しませんか

【問】総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

　28 年度の競争参加資格審査申請書を受け付けしま
す。次の事項に留意の上、提出してください。
　※ 27・28 年度分として 27 年 2 月に申請済みの
　　場合は、提出の必要はありません。
■受付期間
　2 月 1 日（月）～ 29 日（月）※土日祝日を除く
■提出書類
　一般競争（指名競争）参加資格審査申請書のほか、
提出要領に記載されている提出書類を添付して提出
してください。
　提出要領および提出書類の様式は、当町ホームペー
ジよりダウンロードしてください。
　※建設工事、測量・建設コンサルタント、物品役
　　務等ごとに提出すること。
　※中央公契連統一様式の利用も可。ただし町独自
　　様式あり（電子データの提出）。
■受付方法
　持参または郵送（締切日必着）
　※受領書（任意様式）を添付すること。郵送の場
　　合は、宛名を記入し切手を貼付した封筒（受領
　　書および電子データ入力済み電子媒体返送用）を 
　　必ず同封すること。ハガキによる受領書は不可。
■有効期間
　1 年間（28 年 4 月 1 日～ 29 年 3 月 31 日）

学びの王国！はしかみキャンパス公開講座＆閉国式

納税には便利な口座振替を
ご利用ください

28年度 競争参加資格審査申請書の
受け付けについて

■口座振替できる町税等
　軽自動車税、固定資産税、町県民税、国民健
康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料

■申し込み（各納期限の 1 カ月前まで）
　取扱金融機関に預貯金通帳、通帳届出印鑑、
納税通知書を持参し、申し込んでください。

■取扱金融機関
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫、み
ちのく銀行（本・支店）、八戸農業協同組合階
上支店、青森県信用漁業協同組合連合会（階上
代理店）、ゆうちょ銀行

【問】税務課　収納グループ　☎ 88-2114

【申・問】総合政策課　政策推進グループ
　　　　　☎ 88-2113

2月7日（日）開演13：30～（開場12：30～）

※都合により講師が、トリオザポンチョスから変更になりました。
　ご了承ください。

・申込不要で誰でも参加できます。
・席数に限りがありますのでお早めにご来場ください。
・託児所（要事前連絡）

うっちゃんみかちゃんの
　　　階上おもしろ事件簿！？

会場：ハートフルプラザ・はしかみ
講 師

演 題

うっちゃん　みかちゃん

【問】教育課　社会教育グループ　☎ 88-2698
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　通知カードをまだ受け取っていない人は、役場で通知カードを受け取ることができます。受領の方法につい
ては、町民生活課までご連絡いただき、確認した上で受け取りに来庁してくださるようお願いします。

　個人番号カードは 28 年 1 月から交付開始されますが、申請が集中した場合、交付が遅れる可能性があります。
個人番号カードが出来上がったら、役場からご自宅に個人番号カード交付通知書（ハガキ）を送ります。個人
番号カード交付通知書が届いてから、個人番号カードを受け取りに来庁してください。

　個人番号カードを取得すれば、マイナンバーを提供するときに、複数の書類の用意は不要です。

マイナンバー制度について①（個人向け）
通知カードの受領について

法律による本人確認の義務

個人番号カードの交付について

こんな場面であなたもマイナンバーを使います

マイナンバーを記載した書類を提出する際、
通知カードだけでは本人確認は完了しません

本人の身元確認

運転免許証

パスポート 等 等
or

本人の番号確認

通知カード

住民票の写し
　　　（番号付き）

or

例えば…
● アルバイトの勤務先へ
● 奨学金の申請時に学校へ
● 勤労学生控除の手続時に勤務先へ

例えば…
● パート・アルバイトの勤務先へ
● 児童手当の申請時に市区町村へ
● 子どもの予防接種時に市区町村へ

例えば…
● 源泉徴収票を作成してもらう時に勤務先へ
● 健康保険や雇用保険、年金などの手続時に
　 勤務先へ

例えば…
● 年金給付の手続時に年金事務所へ
● 福祉や介護の制度利用時に市区町村へ
● 災害時の支援制度を利用する際市区町村へ

学生
なら

主婦
保護者

なら

従業員
なら

高齢者
なら
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　マイナンバーは、法令で定められていない場合は取得できません。

　必要がなくなった場合は、廃棄が必要です。

マイナンバー制度について②（事業者向け）

■個人番号カードコールセンター
　　　☎ 0570-783-578（通話料有料）　平日 8:30 ～ 22:00、土日祝日 9:30 ～ 17:30
　【問（カード）】町民生活課　戸籍住民グループ　☎ 88-2872
　【問（制度）】　 総務課　　　行政防災グループ　☎ 88-2873

マイナンバーの取得は法令で定められた場合だけです

利用目的以外の利用・提供はできません

必要がある場合だけ保管が可能です
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階上町における特定個人情報等の
　　　安全管理に関する基本方針について

階上町臨時的任用職員登録のお知らせ

【問】　総務課　行政防災グループ　☎ 88-2873

【申・問】総務課　庶務グループ　☎ 88-2112

特定個人情報の適正な管理を図るため、安全管理に関する基本方針を制定しましたので公表します。

　（特定個人情報等の保護に関する考え方）
第 1 条　階上町では、行政手続における特定の個人を識別する番号の利用等に関する法律（平成 25 年法

律第 27 号。以下「番号法」という。）に定められた事務において個人番号及び特定個人情報（以下「特
定個人情報等」という。）を取り扱う。番号法においては、行政機関の保有する個人情報の保護に関す
る法律（平成 15 年法律第 58 号。以下「行政機関個人情報保護法」という。）に定められる措置の特例
として、特定個人情報等の利用範囲を限定する等、より厳格な保護措置を定めていることから、管理体
制及び管理規程、取扱規程等を整備し、職員等に遵守させる等の措置を講じ、適正に特定個人情報等を
取り扱う。

　（特定個人情報等の保護方針）
第 2 条　特定個人情報等を取り扱う全ての事務において、次のとおり特定個人情報等を適正に取り扱う。
　(1)　法令遵守　特定個人情報等の適正な取扱いに関する法令等を遵守する。
　(2)　安全管理措置　特定個人情報等の漏えい、滅失及び毀損の防止その他の適切な管理のために必要

　な安全管理措置を講ずる。
　(3)　適正な収集、保管、利用、廃棄及び目的外利用の禁止　特定個人情報等は、番号法に定められた

　事務のうち、あらかじめ本人に通知した利用目的の達成に必要な範囲内で適正に利用、収集、保管及
　び提供するとともに、不要となった特定個人情報等は速やかに廃棄する。また、目的外利用を防止す
　るための措置を講ずる。

　(4)　委託、再委託　特定個人情報等を取り扱う事務の全部又は一部を委託する場合、委託先（再委託
　先を含む。）において、番号法に基づき階上町自らが果たすべき安全管理措置と同等の措置が講じら
　れるよう必要かつ適切な監督を行う。

　(5)　継続的改善　特定個人情報等の保護に関する取扱規程等及び安全管理措置を継続的に見直し、そ
　の改善に努める。

　（その他）
第 3 条　住民からのお問合せ窓口（開示請求・苦情相談等を含む。）は、総務課とする。

階上町における特定個人情報等の安全管理に関する基本方針

　階上町の庁舎で、事務補助の臨時職員として勤務することを希望する人に、事前に登録していただく
制度です。なお、登録されても必ず採用されるとは限りません。

■登録期間　1 年間（28 年 4 月 1 日～ 29 年 3 月 31 日）
■採用方法　必要に応じて登録者に連絡し、面接によ
　り選考します。採用は不定期であり、すぐに採用さ
　れない場合があります。
■応募方法　「階上町臨時的任用職員登録申込書」に
　必要事項を記入の上、総務課に持参または郵送して
　ください。申込書は総務課で配布するほか、町ホー
　ムページからダウンロードできます。
■受付期間　1 月 12 日（火）から 3 月 4 日（金）まで
　　　　　　※期間終了後も随時受け付けします。
■そ の 他　登録した人で、住所・氏名等の記載事項
　に変更があった人や、他に就職した人、または登録
　の取り消しを希望する人は、必ず総務課にご連絡く
　ださい。

＜勤務条件など＞
勤務場所
任用期間
勤務時間

日額賃金

労働保険

休 暇

役場庁舎
6 カ月以内（1 回のみ更新可能）
8:15 ～ 17:00　※職種により変更あり
事務補助　　6,300 円
　※各種手当（通勤・期末・退職等）　
　　は支給されません。
雇用条件により異なりますが、社会保
険および雇用保険に加入
任用期間により年次有給休暇あり

※事務補助は、パソコンのワープロ、表計算ソフトなど
　の操作ができる人を優先して募集します。
※地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する人は応募
　できません。



広報はしかみ　2016・１11

（広告）（広告）

図書だより 今月のおすすめ本
■ハートフルプラザ・はしかみ　☎ 88-2522

■道仏公民館　☎ 89-2110

■石鉢ふれあい交流館　☎ 80-1671

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

その他おすすめ
『オニのサラリーマン』 富安陽子　著
『ママがおばけになっちゃった !』

のぶみ　著
『レッド・フォックス カナダの森の

キツネ物語』 桂宥子  訳
『偉人たちの失敗』

 遠越段　著　…など

その他おすすめ
『喉の奥なら傷ついてもばれない』

 宮木あや子　著
『メビウスの守護者 法医昆虫学

捜査官』　　　　 川瀬七緒　著
『チャーちゃん』　 保坂和志　著
『だれもが知ってる小さな国』

有川浩　著　…など

その他おすすめ
『うなぎ』　　 塚本勝巳　著
『12 か月の絵図鑑』　

 長谷川康男　監修
『猫語辞典』　　　　学研　監修
『残念な教員』

 林順次　著　…など『世界美術家大全』
ロバートカミング  著

『ヨイ豊』
梶よう子　著

『レジェンド』
城島充　著

◆貸出時間◆
　［ハートフルプラザ・はしかみ］　
　　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
　［道仏公民館］　
　　9 ～ 17 時（月～金）※土曜は 15 時まで
　［石鉢ふれあい交流館］
　　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

おすすめ本は、紹介した図書室以外にも入荷することが
あります。入荷状況は各館に問い合わせてください。

ごみ情報 No.27「その他紙」分別徹底大作戦！
「その他紙」分別レッスン！

①「その他紙」ってなに？

②手の届くところに分別用の紙袋を設置しよう！

ティッシュ箱
などの紙箱

※注意：ビニールなどの付着物はとってください！付着物や
　汚れ、きつい臭いのあるものは出せません。

包装紙トイレットペーパーや
ラップ、テープの芯

名刺やその他の
紙きれなど

この「その他紙」の分別はテスト用紙だ
けじゃなく、ノートの切れ端からおもちゃ
の包み紙までほとんどが資源として分別
できるの。勉強も分別も満点を目指して
がんばるのよ！

こらっ！資源になるものを「ごみ」とし
て捨てちゃダメ！あら、これは今日のテ
スト…。この点数はどういうことよ！

紙袋も「その他紙」です。
お宅に眠っている紙袋など
を、ごみ入れなど手の届く
ところに設置し、満タンに
なったらそのまま「その他
紙」として出そう！

テストの点数が悪かったから親に見つかる
前にゴミ箱に捨てちゃえ！（ポイ）

ごめんなさい！勉強も紙の分別もちゃんと
やるから許してちょうだい！

【問】町民生活課　生活環境グループ　☎ 88-2119

ある日の夜、A 君宅にて。

これで紙の分別
は大丈夫！あと
は勉強、勉強っ
と！
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27年分の所得申告を受け付けます。無収入の人も必ず申告してください。
申告用紙は会場に準備します。※各家庭には配布しません。

■申告受付日程（9:00～12:00／13:00～15:00）

※期間中は、税務課での受け付けはできません。

※詳細は青森労働局ホームページ（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）をご覧ください。

■申告に必要なもの
　・はんこ（朱肉を使うもの）
　・通帳（所得税確定申告の人）
　・源泉徴収票

《事業経営者（農業・漁業・不動産含む）の人》
収支内訳書※、売上金や諸経費の確認できる帳簿およ
び領収書　※収支内訳書は国税庁ホームページからダ
ウンロードまたは税務課で配布しています。

《社会保険料控除》　国民年金保険料などの領収書、支払
　金額が分かるもの

《生命保険料・地震保険料控除》　控除証明書
《医療費控除》　領収書、保険金などで補てんされる金額
　が分かるもの。※人ごとに集計しておいてください。

■障害者控除を希望する人（申告前に申請してください）
　介護認定情報を基に障害の状況を確認し、障害者控除対象者認定書を交付しますので、申告の前に申請して
ください。※交付されない場合もあります。

［対　象］65 歳以上で介護保険制度の要介護認定を受けている人
※身体障害者手帳などを持っている人は、申告時に提示することで控除が受けられます。

～ご協力お願いします～
　事業所得（農業・漁業含む）・不動産所得、医療費
控除を申告する人は、領収書の合計額をあらかじめ
計算の上、お越しください。
　計算していない場合は、会場内に用意してある電
卓を使用し、自分で計算してからの申告受け付けに
なります。

【問】税務課　賦課グループ　☎ 88-2129

【申・問】保健福祉課　介護グループ　☎ 88-2115

【問】青森労働局労働基準部賃金室　☎ 017-734-4114

町県民税（所得税）の申告受け付けを行います

 受付相談日 会  場 地区名
2 月 16 日（火）
2 月 17 日（水）
2 月 18 日（木）
2 月 19 日（金）
2 月 22 日（月）
2 月 24 日（水）
2 月 25 日（木）
2 月 26 日（金）
3 月　1 日（火）
3 月　2 日（水）
3 月　3 日（木）
3 月　8 日（火）
3 月　9 日（水）
3 月 10 日（木）
3 月 11 日（金）
3 月 13 日（日）
3 月 14 日（月）
3 月 15 日（火）

道仏公民館

森の交流館

石鉢
ふれあい

交流館

ハートフル
プラザ・
はしかみ

駅前
道仏

追越・荒谷
榊・大蛇

小舟渡
田代・晴山沢

角柄折・金山沢
平内・鳥屋部

石鉢
蒼前

野場中
赤保内

耳ヶ吠東
耳ヶ吠西
全 地 区
全 地 区
全 地 区
全 地 区

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ
青森県特定（産業別）最低賃金件名

鉄鋼業
電子部品・デバイス・電子回路
電気機械器具、情報通信機械器具製造業
各種商品小売業
自動車小売業

青森県最低賃金

（参考）

８１６

７５０

７４３
７８２

６９５

１２月２１日

１２月２１日

１２月２１日
１２月２１日

１０月１８日

８００

７３５

７２７
７６６

６７９

改正内容
時間額（円）

効力発生日
（27 年）

改正前
時間額（円）
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原因別に見た事故の特徴

除雪中の事故を防ぐためのポイント

13

確定申告について（八戸税務署からのお知らせ）

■27年分確定申告について ■住宅ローン控除申告書作成会の開催
　○日　時　　2 月 8 日（月）～ 9 日（火）
　　　　　　　9:15 ～ 15:00
　○場　所　　八戸商工会館（3 階ホール）
　　　　　　　※予約不要
　○対　象
　　① 27 年中に家屋および敷地（または家
　　　屋のみ）を住宅借入金で新築、購入ま
　　　たは増改築をした人
　　②バリアフリー改修工事や省エネ改修
　　　工事をした人
　※必要書類など、詳細については問い合わ
　　せてください。

file.24 除雪中の事故防止

【問】総務課　行政防災グループ
　　 ☎ 88-2873

【問】八戸税務署　☎ 43-0141

　除雪中の事故の特徴を理解し、未然に防ぐために次のことを心掛けましょう。

　・はしごから転落。
　・シーズン１回目、気温上昇時に事故が発生。
　・命綱、ヘルメットをしていない。
　・地上に積雪がないことで被害の程度が大きい。
　・１階の屋根の事故が多い。

　・近隣同士、地域で協力して行う。
　・家族、親戚と一緒に行う。

　・事故の衝撃を軽減する。
　・早期発見する。

　・安全の意識を高める。
　・道具、器具、機器を活用する。
　・適切なメンテナンスをする。

　・雪詰まりを除去するときの事故。
　・高齢者以外の事故も多い。

　・気温上昇時に軒下にいた。
　・落雪式屋根からの落雪が危険大。

　・寒い屋外での重労働によって発症。

　・発見までの時間が長く、死亡に至る例も。

■除雪中の屋根からの転落

①必ず２人以上で ③被害の程度を軽減

②安全性を高める

■除雪機の事故

■屋根からの落雪■除雪に伴う発症

■除雪中の水路等への転落

作　　成

開設期間

会　　場

○パソコン等を利用して、自分で申告書
　等を作成していただきます。
○会場は大変混雑するため長時間お待ち
　いただく場合があります。
○申告書は自宅で作成し、郵送による提
　出も可能です。国税庁ホームページを
　ご覧ください。
2 月 10 日（水）～ 3 月 15 日（火）
9:15 ～ 16:00 ※土日祝日を除く
八戸商工会館（3 階ホール）
○税務署には申告書作成会場を設置して
　いません。
○駐車場がありませんので公共交通機関
　等をご利用ください。
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 地域子育て支援センター「すこやかる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

14

楽しいがいっぱい！子育て支援センター
子育てサークル 活動情報

◆◆スケジュール◇◆

親子d
e

就園していない子どもが対象です。
親子で楽しみませんか。

期 日 活 動 内 容 期 日 活 動 内 容

2/4
（木）

2/19
（金）

2/18
（木）

2/25
（木） おひなさまを作りましょう

指人形であそぼう

～親子で
　楽しいストレッチ～

　28 年 1 月から、国民健康保険の各種手続きに個人番号（マイナンバー）の記載が
必要になります。

☆動きやすい服装でご参加ください。
　

（場　所）石鉢ふれあい交流館
（時　間）10：00 ～ 12：00
（参加費）子ども１人につき 100 円
（持ち物）中ズック

＜子育て講座＞
　「バレンタインチョコ作り」
　※講師　中野　久美子氏
　※場所は石鉢ふれあい交流館です。
　※要申し込み（1/28 締切　☎ 89-2210）
　※限定 10 組の親子まで。
　※材料費に 300 円掛かります。

［場　所］道仏保育園　　［時　間］10:00 ～ 12:00
［利用料］子ども１人につき 100 円

　　　＊保育園裏の駐車場をご利用ください。

■スケジュールは町ホームページにも掲載
　しています。（トップページ＞くらしの
　情報＞子育て・教育＞子育てサークル）

【問】保健福祉課　健康増進グループ
　 ☎ 88-2219

　　　道仏保育園（地域子育て支援センター）
☎ 89-2210

【問】保健福祉課　健康増進グループ　☎ 88-2219

　28 年 1 月からマイナンバーの利用が開始されることに伴い、国民健康保険の加入・喪失や療養
費の申請などの手続きをする際には、各種申請に必要なもののほかに、次のものを持参していただ
き、本人確認（マイナンバーの確認と身元の確認）を実施します。

①窓口に来る人の本人確認をできるもの
　1 種類で確認できるもの：個人番号カード、運転免許証、パスポートなど
　2 種類以上必要なもの：健康保険証、年金証書、年金手帳など
②世帯主のマイナンバーを確認できるもの（個人番号カード、通知カードなど）
③手続きの対象となる人のマイナンバーを確認できるもの（個人番号カード、通知カードなど）
④手続きの対象となる人の健康保険証※遅刻、早退はご遠慮ください

※階上保育園向かい側の階上保育園駐車場を
　ご利用ください

ちょこっと No.25 28年1月からの手続きについて国保

◆◇スケジュール◇◆
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（広告）（広告）

～学童保育ご利用希望の保護者の皆様①か②の説明会においでください～

■受付場所　・町内の保育園および認定こども園
　　　　　　・保健福祉課
■申請期間

町内の保育園
認定こども園

1 月 6 日（水）
　　　～ 1 月 29 日 ( 金 )
※以降随時受け付け

広域（町外）
入所

1 月 20 日（水）必着

■申請手続きは、町ホームページにも掲載してい
　ます。（トップページ＞くらしの情報＞子育て・
　教育＞保育所（園）＞支給認定の手続き）

【問】保健福祉課　福祉グループ　☎ 88-2641※上記に当てはまらない場合は問い合わせてください。

〔説明会日時〕①２月３日（水）18:00 ～ 19:45　②２月４日（木）13:15 ～ 15:00
〔場 　 　 所〕幼保連携型認定こども園　階上保育園
〔対 象 児 童〕小学校１年生～６年生
〔住　　　所〕階上町道仏字榊平 17-2
〔電　　　話〕0178-89-2302

※遅刻、早退はご遠慮ください
※階上保育園向かい側の階上保育園駐車場を
　ご利用ください

平成28年度　階上保育園　学童保育説明会のご案内

保育園等入所における支給認定申請を受け付けします28年度
　27 年 4 月から「子ども・子育て支援新制度」が始まりました。これにより、小学校就学前の児童が、
保育園などを利用する場合には「支給認定」の申請が必要です。

　≪ 28 年 4 月から新規に保育園などの利用を希望する人が対象です≫
■申請方法
　○新制度に移行した幼稚園および認定こども園の教育部分を利用する場合（1 号認定）
　　「支給認定申請書　兼　保育所利用申込書」に記入し、提出してください。
　○保育を必要とする場合（2・3 号認定）
　　「支給認定申請書　兼　保育所利用申込書」に保育を必要とする事由を証明する書類を添えて、
　　　≫町内の保育園などを希望している人………希望する園に提出してください。
　　　≫町外の保育園などを希望している人………保健福祉課に提出してください。
　　※「保育を必要とする事由」は下欄のとおりです。

■その他
　○現在保育園などを利用している人で、支給認定内容に変更がなく、新年度も引き続き同じ園の入所を
　　希望する人は、個別に送付または園から配布をします。
　○利用している保育園などからの転園を希望する人は、この手続きの対象となります。
　○申請書は保健福祉課、ホームページまたは町内の保育園などから取得してください。
　○書類を提出する前に希望する園の見学をお勧めします。
　○源泉徴収票の提出は、27 年度から不要となりました。
　○ 27 年 1 月 1 日現在階上町に住所のなかった人は、前住所地から「27 年度所得課税証明書」を取得し、
　　提出してください。

保育を必要とする事由 受付期間・場所

就労している
妊娠・出産
保護者の疾病、障害
同居または長期入院等している親族の介護・看護
災害復旧
求職活動（起業準備を含む）
就学（職業訓練含む）
虐待や DV のおそれがあること
育児休業取得時にすでに保育を利用している子ども
がいて、継続利用が必要であること
別居または長期入院等している親族の介護・看護

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨

⑩
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、
今

度
は
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
急
激
な
血
圧
の
変
動
で
一

時
的
に
意
識
を
失
い
、そ
の
結
果
、

溺
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

身
と
同
乗
者
の
「
命
を
守
る
」
こ

と
は
運
転
者
の
義
務
で
す
。

　

自
分
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く

て
も
相
手
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

け
れ
ば
、
衝
突
時
の
衝
撃
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
車
は
鉄
の
塊
で
あ

り
、
そ
の
走
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人

間
の
力
で
は
到
底
支
え
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

運
転
者
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
自
分
と
自

分
の
同
乗
者
の
「
命
を
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
〝
全
て
の
座
席

で
の
〟
着
用
・
使
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
入
浴
は
思
い

の
ほ
か
、
身
体
に
負
担
が
か
か
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
予
防

策
と
し
て
、
脱
衣
所
や
浴
室
内
を

あ
ら
か
じ
め
暖
め
て
お
く
、
熱
す

ぎ
る
お
風
呂
に
入
ら
な
い
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
家
族
で
も
「
お

湯
加
減
は
ど
う
？
」
な
ど
の
声
掛

け
を
し
、
一
人
き
り
で
の
長
時
間

入
浴
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
入
浴
中
の
事
故
は
、
高
齢

者
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
入
浴
で
汗
を
大
量
に
か

く
と
脱
水
状
態
と
な
り
、
意
識
障

害
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
可
能

　

初
詣
に
お
け
る
雑
踏
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
主
催
者
や
警
察
官

な
ど
が
整
理
・
誘
導
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
整
理
・
誘
導
に
従
う
。

○
押
し
合
い
や
、
割
り
込
み
は
や

　

め
る
。

○
混
雑
を
避
け
た
時
間
帯
の
初
詣

　

を
す
る
。

○
降
雪
に
注
意
す
る
。

○
交
通
事
故
に
注
意
す
る
。

性
が
あ
り
ま
す
。
入
浴
前
後
に
コ

ッ
プ
１
杯
分
の
水
分
補
給
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
の
温
度
差
を
な
る
べ
く

　

少
な
く
す
る
。

②
お
風
呂
の
温
度
は
や
や
ぬ
る
い

　

く
ら
い
に
す
る
。

③
入
浴
時
間
は
15
分
程
度
を
目
安

　

に
す
る
。

④
高
血
圧
の
人
は
半
身
浴
を
上
手

　

に
利
用
す
る
。

⑤
飲
酒
後
は
絶
対
に
入
浴
し
な
い

　

よ
う
に
す
る
。

ほっとスルメールをご利用ください
＜登録用メールアドレス＞ anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp

　町内の緊急・気象・火災情報などのメールを、携帯電話やパソコンで受け取れます。
上記アドレスに空メールを送信し、登録手続きをしてください。
　（右のＱＲコードからも読み込めます）
　※注意：迷惑メール対策など、受信許可・拒否の設定をしている場合は、
　　下記ドメインを受信できるように設定してください。
　≪ドメイン≫　anshin.city.hachinohe.aomori.jp

消 防 情 報 交 番 情 報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　［消防情報案内］
　☎ 0180-991-888

事件は 110 番へ
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

今月の早め点灯時間は
午後 3 時 30 分です。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で
命
を
守
る

高
齢
者
の
入
浴
中
の

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

入
浴
中
の
事
故
を
防
ぐ

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

初
詣
の
雑
踏
事
故
を
防
止
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お知らせ information

■
赤
十
字
活
動
と
は

　

社
員
が
納
め
た
社
資
（
社
費
・

寄
付
金
）
を
財
源
に
、
災
害
救
護

活
動
、
救
急
法
等
講
習
会
の
普
及
、

赤
十
字
奉
仕
団
や
青
少
年
赤
十
字

の
育
成
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
赤
十
字
社
員
増
強
・
社
資
増
収

　

運
動

　

日
赤
青
森
県
支
部
で
は
、
２
月

１
日
か
ら
、
28
年
度
に
実
施
す
る

活
動
の
資
金
確
保
の
た
め
、
赤
十

字
社
員
増
強
・
社
資
増
収
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

活
動
の
普
及
・
推
進
の
た
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
社
員
へ
の
加
入

お
よ
び
社
資
（
社
費
・
寄
付
金
）

の
ご
協
力
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
】
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支

部
組
織
振
興
課
☎
０
１
７
（
７
２

２
）２
０
１
１
／
階
上
町
分
区（
保

健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

　　　　　　　　
☎（
８
８
）
２
６
４
１

　

27
年
10
月
１
日
か
ら
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
が
新
し
い
様
式
に
変
わ
り

き
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
に
お
応

え
し
て
、
創
業
・
起
業
支
援
制
度

に
係
る
合
同
説
明
会
お
よ
び
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
22
日
（
金
）

○
個
別
相
談
会

　
　

14
時
30
分
～
19
時

　
　

※
１
時
間
単
位
で
実
施

①
支
援
制
度
説
明
会

　
　

15
時
30
分
～
16
時
30
分

②
創
業
準
備
講
座

　
　

16
時
40
分
～
17
時
10
分

③
創
業
事
例
発
表

　
　

17
時
10
分
～
17
時
40
分

■
場
所　

ユ
ー
ト
リ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

創
業
・
起
業
に
興
味
、

関
心
が
あ
る
人
、
創
業
・
起
業
を

検
討
し
て
い
る
人
な
ど

■
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

【
問
】
青
森
県
商
工
労
働
部
地
域

産
業
課
創
業
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
３
７
４

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
（
７
３
４
）
８

１
０
７

　

交
通
安
全
関
係
の
各
種
表
彰
を

作
成
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業

能
力
証
明
の
た
め
に
、
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

　

求
職
者
の
職
業
能
力
を
証
明
す

る
も
の
と
し
て
、
４
種
類
の
シ
ー

ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
履
歴
書

な
ど
に
は
な
い
求
職
者
等
に
関
す

る
詳
細
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
短
時
間
の
採
用
面
接
で

は
分
か
ら
な
い
求
職
者
の
職
業
能

力
や
レ
ベ
ル
な
ど
を
客
観
的
に
評

価
で
き
る
も
の
で
す
。

　

一
般
の
求
職
者
、
在
職
者
、
学

生
等
幅
広
い
対
象
者
が
、
求
職
活

動
、
職
業
能
力
開
発
等
、
様
々
な

場
面
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
個
々
人
が
作
成
し
た

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
情
報
か
ら
履

歴
書
等
も
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
原
則
電
子
化
し
て

情
報
を
蓄
積
し
ま
す
。

【
問
】
青
森
労
働
局
職
業
安
定
部

地
方
訓
練
受
講
者
支
援
室

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
２
０
０
０

　
「
創
業
・
起
業
し
た
い
が
、
ど

の
よ
う
な
支
援
制
度
が
あ
る
の
か

関
係
機
関
か
ら
ま
と
め
て
話
を
聞

行
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
賞
資
格

　

27
年
12
月
31
日
現
在
で
、
八
戸

地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
。

■
表
彰
種
目

○
無
事
故
賞　

３
年
・
５
年
・
７

年
・
10
年
（
以
下
５
年
ご
と
）

○
協
力
賞　

40
年
以
上
の
無
事
故

受
賞
者
の
配
偶
者

○
功
労
賞　

交
通
安
全
の
功
績
が

顕
著
ま
た
は
多
額
の
金
品
寄
贈
者

■
申
請
方
法

　

運
転
免
許
証
、
安
協
会
員
証
、

印
鑑
を
持
参
の
上
、
１
月
26
日

（
火
）
ま
で
に
町
民
生
活
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
手
数
料

　

10
年
以
上
の
申
請
は
、
運
転
記

録
証
明
書
が
必
要
で
す 

（
手
数
料

６
３
０
円
）。

※
申
請
後
に
、
交
通
事
故
や
重
大

な
交
通
違
反
記
録
あ
り
な
ど
が

判
明
し
、
受
賞
さ
れ
な
い
と
き

で
も
、
手
数
料
は
返
却
さ
れ
ま

せ
ん
。

【
申
・
問
】
町
民
生
活
課
生
活
環

境
グ
ル
ー
プ
☎（
８
８
）
２
１
１
９

　

青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場
で
は
、
職
業
訓

練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」
の
３
月

期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

人
○
訓
練
内
容　

木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
能
・
知
識
の

習
得
（
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
構
造
材

施
工
、
内
外
装
施
工
、
測
量
技

術
な
ど
）

○
訓
練
期
間

　

３
月
11
日
～
９
月
８
日

○
定
員　

15
人

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
）

○
申
し
込
み

　

１
月
８
日
～
２
月
12
日

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

■
訓
練
見
学
説
明
会

　

訓
練
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
訓
練
見
学
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時

　

①
１
月
21
日　

10
時
～
12
時

　

②
２
月
２
日　

10
時
～
12
時

　

※
ど
ち
ら
か
選
択

○
参
加
費　

無
料

【
申
・
問
】
青
森
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

　
　
　
　

☎
（
７
３
）
５
５
３
５

募集
八
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

無
事
故
運
転
者
表
彰
申
請

募集
住
宅
建
築
施
工
科
受
講
生

お
よ
び
訓
練
見
学
説
明
会

相談
創
業
・
起
業
支
援
制
度

合
同
説
明
・
相
談
会

お知らせ
新
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

制
度
に
つ
い
て

お願い
赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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戸籍の窓

20歳になったら国民年金！

町消防団出初め式の開催について
10:10～10:30階上中学校前の道路を交通規制します

～新成人の皆さんへ～

国民年金のポイント

国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えよう
と作られた仕組みです。国内に居住する 20 歳以上 60 歳未満の人が加入し、保険料を
納める制度です。

平成 27 年 12 月受付分・12 月 15 日現在（敬称略）

編集後記

【お誕生おめでとう】 【お悔やみ申し上げます】
（父の名・母の名）　   地区

千　葉　彪　雅（健　志・梨　紗）

内　城　心　温（龍　憲・亜希子）

土　橋　榮　造（87・田　代）

足　沢　マ　サ（85・耳ケ吠東）

五　林　　悟　　（67・　榊　）

宗　前　勝　雄（85・野場中）

野場中

道　仏

【問】
　八戸年金事務所
　　  　　　☎ 43-7369
　町民生活課
　　戸籍住民グループ
　　  　　　☎ 88-2872

《期日》1 月 10 日（日）
《場所》階上中学校駐車場、同校体育館
《日程》10：00　消防団整列・観閲・分列行進

　　　　10：50　式典 （1）まとい振り
　　　　　　　　　 （2）表彰

　ぜひ会場へお越しいただき消防団の勇姿や演技を
ご覧ください。
　駐車場は階上中学校および赤保内小学校の駐車場
をご利用ください。

【問】総務課　行政防災グループ　電話 88-2873

【前途を祝福します】
（住所または元の本籍）

栁　沢　　徹 （角柄折）
下　舘　瑞　希（八戸市）（

ひ ゅ う が

こ は る

▷新春インタビューの取材に快く
ご協力いただいた年男・年女の皆
さん、素晴らしい笑顔をありがと
うございました。
皆さんとご家族にとって新年が笑
顔あふれる素敵な年になることを
お祈りいたします。　　（田村）

～新成人の皆さんへ～

①　将来の大きな支えになります。（給付は一生涯）
②　国民年金には、老後に受け取れる老齢年金だけでなく障害年金や遺族年金もあります。
　　※障害年金は、病気や事故で障害が残ったとき
　　※遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者に生計を維持されていた遺族（「子
　　　のある配偶者」や「子」）

☆保険料の免除制度☆
　　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」（学生のみ）、
　「若年者納付猶予制度」（30 歳未満）などの保険料納付猶予制度があります。

国民健康保険税　 第 7 期
介護保険料　　　 第 6 期
後期高齢者医療保険料 第 6 期
　　　　　　　の納期限です。
忘れずに納めましょう。

2月1日（月）は

【問】税務課　収納グループ
　　 ☎ 88-2114

※他市町村に届け出た人で掲載を希望する場合は、町民生活課☎ 88-2872 までご連絡ください。

（希望者の分を掲載しています）
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1/16（土）～2/15（月）

17 18 19 20 21 22 23

　　     　 16
 日 月 火 水 木 金 土

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

翌日収集

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

燃やせる（中・西）
粗大（東）
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談

燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

燃やせる（中・西）
納税相談

燃やせない

燃やせる（東）

ナイター卓球大会

室内ゲートボー
ル選手権大会

ナイター卓球大会

支部対抗バスケッ
トボール大会

はしかみキャン
パス公開講座・
閉国式

燃やせる（東）
粗大（中・西）

燃やせる（東）

燃やせる（東）
建国記念の日

小・中学校卓球
大会
卓球大会（オレン
ジボール）

ご

ご ご

ご

相
相

相

相
民

相
民

相

相

民

相

健

ごご

ご

ご

ご

ご

相

ご

ご

ご

ご

ご

中央・
西部地域

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、
耳ケ吠西

耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
　収集所へ、朝 8 時までに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
　が来るとは限りません。

東部地域

聞き逃し
たと思っ
たら

ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
行政・人権・心配ごと相談（第 3 火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 15:00） 
教育相談（第 3 火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
民俗資料収集館開放日（第 2・4 火曜日、9:00 ～ 16:00、
ボランティアガイドが案内します）
乳幼児健診

ごみ収集の地域区分

各課直通電話をご利用ください

88-2129
88-2114
88-2872
88-2119

88-2219・2162
88-2641
88-2115
88-2049
88-2946
88-2112
88-2873
88-2113
88-2874
88-2116
88-2875
88-2118
88-2120
88-2495

88-2698・2764
88-2369

賦 課 グ ル ー プ
収 納 グ ル ー プ
戸籍住民グループ
生活環境グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ
介 護 グ ル ー プ

庶 務 グ ル ー プ
行政防災グループ
政策推進グループ
財 政 グ ル ー プ
農林水産グループ
商工観光グループ
土木建設グループ
下 水 道 グ ル ー プ
学校教育グループ
社会教育グループ

税 務 課

町 民 生 活 課

保 健 福 祉 課

総 務 課

総 合 政 策 課

産 業 振 興 課

建 設 課

教 育 課

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局
土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

 課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

２
階

３階

カレンダーの内容は
町ホームページにも掲載しています。
　　（トップ＞お役立ち情報）

２ 月

１ 月

ナイター卓球大会

防災無線電話応答サービス
☎80-1220 過去6回分まで確認できます（時報含）

放送内容は、町ホームページでも
　　公開していますのでご覧ください

行事＆くらしのカレンダー
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各訓練の内容今年度実施された各訓練
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広報はしかみは 4,800 部作成し、印刷経費は 1 部当たり 71.6 円です。

はしかみ

自分の町は自分で守る！
～町自主防災組織が防災訓練などを実施～

～各防災組織の活動の様子～～各防災組織の活動の様子～防災訓練写真展

　今年度も、災害時の地域での対応を強化するとともに町民の防災意識を高めようと、数多くの自主防災会が防
災訓練や防火教室などを行いました。日常使用する可能性のある消火器の取り扱い、いざというときのための
119 番通報、家庭にあるものを利用しての応急処置、近年認知度の高まっている AED の使用方法など、多種多様
な訓練を実施。町全体で防災力強化のための活動が活発に行われました。
　訓練に参加した地域住民は、見るだけではなく実際に体験することで、より一層有事の際に備えての知識・理
解を深めているようでした。
　今年度の防災訓練などへの参加者は約 250 人。ご近所同士で訓練に参加するなど、地域をあげての防災意識が
高まっています。

　10 月 28 日、町は町内郵便局および八戸郵便局と災害発生時における支援
協力に関する協定を締結しました。これは、災害発生時に町内の災害情報や
避難所開設状況、避難者情報（避難者の同意を得た上で）を共有することに
より、被災者支援等に関する情報の周知や、郵便物の取集・交付等を円滑に
行うことを目指した取り組みです。
　役場で行われた調印式で、浜谷豊美町長と町内の郵便局長および八戸郵便
局長が協定書へ調印しました。今後は、防災訓練や各種会議へ互いに参加す
るほか、防災に関する計画や協力事項について情報交換し、有事の際に備え
連携を強化していきます。

災害発生時における支援協力に関する協定締結

①応急救命処置訓練（大蛇三地区合同防災訓練）
② AED の取り扱い訓練（耳ヶ吠東行政区自主防災会防火教室）
③消火器を使用しての消火訓練（榊・駅前地区合同防災訓練）
④ 119 番通報訓練（榊・駅前地区合同防災訓練）
⑤炊き出し訓練（蒼前地区自主防災訓練）
⑥ AED の取り扱い訓練（赤保内・耳ヶ吠西行政区合同防災訓練）

 実施日 実施組織・訓練名
　9 月 27 日 耳ヶ吠東行政区自主防災会防火教室
10 月 18 日 榊・駅前地区合同防災訓練
11 月 　8 日 赤保内・耳ヶ吠西行政区合同防災訓練
11 月 13 日 大蛇三地区合同防災訓練
11 月 22 日 蒼前地区自主防災訓練

① ② ③

④ ⑤ ⑥


